
第２次諫早市総合計画施策評価について

○評価した事業数 ３６９事業
【計画期間における総合的な評価】

【評価内容】

○評価については、総合的評価を以下の５段階で行うとともに、今後の
方向性について整理

○上記のとおり、評価Ａ及びＢを合わせた事業数は、８９．２％を占めて
おり、本計画期間における施策の着実な推進が図られた。

○このうち、「継続（見直して継続を含む）」が、９１．１％を占めており、
次期計画においても引き続き、市⺠や関係機関等との連携を図りながら、
市政の重要な柱である子育て支援の充実をはじめ、産業振興や雇用創出、
快適で安全な住環境の整備、災害に強いまちづくりなど、施策への市⺠
の満足度が一層高まるよう着実な推進を図る。
○また、現行計画において、一定の効果や進展が図られなかった取組につ
いては、調査・研究や情報収集を行うとともに、関係機関等との連携を
図り、施策の着実な実施に努める。

【今後の方向性について】

○今後の方向性について、「継続」、「見直して継続（拡大・縮小・事業統
合）」、「完了」、「中断・休止」、「中止」、「未着手」、「その他」
の７区分で整理

○「Ａ 非常に高く評価できる」の主な取組（事業）
・幼児期の学校教育や保育への給付事業（施設型給付事業（⺠間））
・産業集積・企業立地促進（企業誘致事業）
・市街化調整区域における土地利用の規制緩和（土地利用政策検討事業）

内容説明

Ａ
非常に高く評価で
きる

計画通り進捗しており、効果も顕著で今後も積極的
に推進すべき

Ｂ 高く評価できる
おおむね順調に進捗し、目的に沿った一定の効果が
認められる

Ｃ 評価は中程度
進捗や効果に課題はあるが、一部で目的に合致した
成果がみられる

Ｄ
低く評価せざるを
得ない

進捗または効果に明確な課題があり、改善が必要

Ｅ 再検討が必要
実施目的・手法等について、抜本的な見直しが必要
と考えられる

評価

○このうち、
「Ａ 非常に高く評価できる」・・９７事業（２６．３％）
「Ｂ 高く評価できる」・・・・２３２事業（６２．９％）

評価Ａ＋Ｂ 計 ・・・・３２９事業（８９．２％）



１　計画期間における総合的な評価
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Ａ 97 2 7 8 3 9 12 22 6 2 26

Ｂ 232 15 13 41 12 24 41 34 28 2 22

Ｃ 30 2 5 0 1 2 3 9 4 1 3

Ｄ 4 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0

Ｅ 6 0 2 0 0 2 1 0 1 0 0

369 19 27 49 16 37 57 66 42 5 51

２　今後の方向性について
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　継　続 303 13 22 43 16 34 42 53 34 2 44

拡　大 20 4 1 5 0 1 1 1 1 1 5

縮　小 3 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0

事業統合 10 2 1 0 0 0 1 4 0 0 2

　完　了 計画どおり目的達成したことにより事業が完了 23 0 1 0 0 0 11 5 4 2 0

　中断・休止 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0

　中　止 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0

　未着手 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

　その他 上記に該当しないもの。 4 0 1 0 0 2 0 1 0 0 0

369 19 27 49 16 37 57 66 42 5 51

高く評価できる
（おおむね順調に進捗し、目的に沿った一定の効果が認め
られる）

評価は中程度
（進捗や効果に課題はあるが、一部で目的に合致した成果
が見られる）

低く評価せざるを得ない
（進捗または効果に明確な課題があり、改善が必要）

合計

事業の目的から見て成果があがっており、現状の
まま事業を継続することが妥当と判断されたもの。

今後の方向性 判断内容

事業の必要性や目的は妥当であるが、財政的な
問題や不測の事態等により一時中断または休止
することが妥当と判断されたもの。

目的や効果等に問題があり、現状のまま継続する
ことが望ましくない場合や社会ニーズや環境の変
化により事業の必要性がなくなったものなど、中止
することが妥当と判断されたもの。

計画はあるものの、未だ着手がなされていないも
の。

計

再検討が必要
（実施目的・手法等について、抜本的な見直しが必要と考
えられる）

計

 
見
直
し
て
継
続

市の事業として重点的に実施すべき事業で、今後
も成果向上の余地があると判断されたもの。

社会状況及び市民ニーズの変化等により事業の
必要性や成果が低下しており、今後縮小すべきで
あると判断されたもの。
事業の外部委託等により、行政の関与が低減され
たもの。

類似の事業があるなど、統合により効率化を図る
ことが可能と判断されるもの。

第２次諫早市総合計画施策にかかる総合評価と今後の方向性の検証

評価 評価内容 合計

非常に高く評価できる
（計画通り進捗しており、効果も顕著で今後も積極的に推
進すべき）

（部局別）


